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・
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概
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縄
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巻
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r

論

叢

支
那

の
古
典

F
現
は
れ
れ
る
肚
會
政
策
(
一
)

第
十
五
巻

(第

一
號
.

一じ

二

現
時
衣
明
諸
国

の
重
要
な
る
政
策
の

}
こ
し
て
思
考
せ
ら
れ
、
學
者

の
筆

に
熱

26
宣
傳

せ
ら
れ
、
政
治
家
の
腕

ロ

む

む

む

に
鋭
意
施
行
せ
ら

る
る
所

の
吐
會
政
策
は
、
経

論
其
名
徳
は
第
十
九
世
紀
の
後
半
以
後
よ
り
起
れ
る
も

の
の
如
き

o

o

o

o

、

も
、
其
實
艦
は
夙

に
古
代
に
於
て
存
在
し
た
b
。
肚
倉
問
題
ε
い
へ
は
、
世
人
は
輓
近
欧
米
に
新
に
腰
生
し
て
、

む

む

り

ほ

更

に
東
洋
に
も
溝
橋
し
た
る
も
の
》
如
く
思
考
し
、
而
し
て
之
に
封
ず

る
耐
會
政
策
は
、
回
し
て
現
代
特
有
の
新

事
■業
の
如
く
想
像
す

る
者
多
し
。
暴
れ
謬
れ
る
の
甚
き
も
の
な
り
。

ゆ

む

ロ

ほ

夫
れ
肚
會
問
題
`
は
何
ぞ
や
。
最
も
簡
約
に
其
要
を
提
す
る
ε
き
は
、
祀
會
問
題
ぜ
は
肚
會
民
衆
問
に
於
け
る

　

む

む

む

富
の
分
配
の
卒
衡
を
失
す
る
よ
り
生
す

る
問
題
を
謂
ふ
。
肚
曾
政
策
は
國
家
か
肚
曾
問
題
を
解
決
す
る
に
就

て
執

る
可
き
各
種

の
政
策
を
謂
ふ
。
画
家
に
隷
圃
す
る
所

の
地
方
團
艦
は
、
亦
同
様
な
る
政
策
を
施
行
す
。
故
に
砒
會

政
策
を
大
別
す
胤
ε
き
は
、
国
家
肚
會
政
策
`
地
方
團
罷
肚
會
政
策

ピ
の
こ
`
な
る
。

　

固
よ
b
枇
會

の
状
態
は
常

に
愛
遷
し
、
国
家
及
ひ
地
方
團
禮

の
組
織
は
古
今
東
西
其
軌
を

一
に
せ
す
。
從
て
古

代
叉
は
東
洋
の
社
倉
問
題
叉
は
肚
會
政
策
ε
、
現
時
叉
は
西
洋
の
耐
會
問
題
叉
は
肚
會
政
策
ざ
は
、
大
に
其
形
態

性
質
を
異
に
す
る
も
の
あ
る

へ
し
。
熬
れ
ピ
も
前
掲
…定
義
の
示
す
如
き
要
黙

(窃
・。撃
砕芭

陀
葺
巴

に
至
り
て
は
、

古
今
を
通
し
、
東
西
に
亘
り
て

一
致
す

る
も

の
あ
b
。
暴
れ
余
が
本
論
を
草
し
た
る
所
以
な
り
。

9



題
し
て
、
支
那
の
古
典
に
現
は
れ
た
る
肚
會
政
策
ε
い
」ふ
。
而
し
て
余
の
引
用
す
る
所
は
、
少
許
の
脛
傳
子
良

に
過
ぎ
す
。
是
れ

一
は
余
の
討
究
未
π
遍
ね
か
ら
さ
る
に
因
り
、

一
は

一
端
を
翠
け
て
鯨
を
類
推
せ
な
ざ
す

る
微

意
に
外
な
ら
す
。
要
は
世
人
の
肚
曾
問
題
及
ひ
泄
會
政
策
を
以
て
、
現
代
の
文
明
國
艮

に
特
有
の
産
物
な
る
か
の

如
く
誤
想
す

る
者
甚
捏
多
き
に
よ
り
、
彼
等
を
し
て
其
然
ら
さ
る
を
悟
ら
し
め
、
今
の
學
説
必
し
も
皆
斬
新
な
ら

す
、
古

の
政
論
必
し
も
皆
陳
腐
な
ら
さ
る
を
明
に
せ
ん
ε
欲
す

る
の
み
ゐ

=

む

　

支
那
上
古
の
経
典
に
現
は
れ
た
る
政
治
の
要
訣
は
雫
な
り
均
な
り
。
故
喬

書
(羅

)寛
典
に

覧

明
後

螢

以

む

む

親

二
九
族
↓
九
族

既
睦
、
李

副
章

百
姓
↓

百
姓
昭

明
、

協
コ
和
萬

邦

一』
`
あ
り
。
大
里

に
『
古
之
欲
レ
明
二
明
徳
於
天
下

一

者

、
先
治
二
英

国
↓
欲

レ治
二
其

國

一巻

、
先
齊

二
其
家
↓

欲
レ齊

二
其
家

一着

、
先
修

二
其
身

哨
欲
レ
修
二
其

身

一着

、
先
正
二

其
心

↓
欲
レ
正
二
共
心

一着
、
先
誠
二
其
意

↓
欲
レ
誠
一吃其

意

一着

、
先
致
二
英
知
輔
致

レ
知
在

レ格
レ
物

、
物

格
而
后

知

至
、

　

知
至
而
后
意
識
、
意
識
而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
修
、
身
修
而
后
家
齊

、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而
后
天
下
孕
」

ご
あ
り
。
発
典
に
所
謂
俊
徳
を
明
に
す

乃
は
、
大
學
に
謂
は
ゆ
る
明
明
徳
な
り
、
九
族
を
親
む
は
家
を
齊

ふ
る
な

う
、
而
し
て
百
姓
を
卒
章

に
し
萬
邦
を
協
和
す

る
は
國
を
治

め
天
下
を
卒

に
す
る
な
り
。

む

む

　

周
禮

(書
名
)
天
宮
塚
宰

の
條

に
曰

く
『
乃

立
"天

宮
家

宰
繭
使
下
帥
二
其
唇

】而
二
掌
邦
治

輔
以
佐
レ
王
増
車
邦
国
上
』
ε
。

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
る
池
會
政
策
(
ご

第
十
五
巻

(第
一
號

三
)

三



艶

叢

支
那
の
古
典

に
現

に
れ
た
る
冠
會
政
策
(
一
)

第

十
五
巻

(第

一
號

四
)

囲

む

む

ロ

島
民

の
註

に
曰
く

『
古

の
宰
相

を
翻
す

る
多

く
季

を

以
て
圭

嬉
な
す

。商

(股
な
り
)に
在

り

て
は
之

を
阿
衡

ご
謂

ふ
、

む

り

む

之
を
李

に
す

る
の
謂

な
り
、
天

の
君
を
立
て

相
を
命

ず

る
所

以

の
者
天

下
の
不
卒

な

る
者

を
均
.卒
せ

ん
ご
欲
す

る

に
過

ぎ

さ
る

の
み
。
四
海

の
内

.
貴
者

は
貴

く
、
賎

者

は
賎

く
、
耕

者

は
耕

し
、
織
者

は
織

る
.
士
農

工
商
、
鰥

寡
孤
濁

、
事

々
物

々
、
み
な
真
直

き

に
適

ふ
。
是

れ

宰
相

の
天
下

を
均
卒
す

る
の
道

な
り
、
均

の

一
字
是

れ
宰
相

の
大
綱
な

り
』

ε
p
.

'

僻
書
洪

範

は
股

の
箕

子

か
周

の
武
王

の
諮

問

に
答

へ
た

る
の
僻
、
政

治

の
要

綱
セ
述

へ
た

る
も

の
な
る
は
余

の
贋

官

を
候

犯
す

。
中

に
曰
く

『
無

レ偏

無
レ阪

、
蓮
二
王

之

設
、
一難

レ有

レ作
レ
好

、
燧
二
王

之
道
司
.無

レ有

レ
作

レ
悪
、
違
二
王

之
路
↓
無

レ偏
無

レ蕪

、
王

道
蕩

々
、
無

レ蕪

無
レ
偏

、
王
道
牛

々
,
無
レ
反
無

レ
側
、
王
道
正
直
』
ご
。
有

韻

の
推

及
を

以

て
治

季

の
達

道
を
説
く

こ
ご
斯

の
如

し
、
盲

は
簡

ε
難

も
共
旨

や
深

し
。

謂
は
ゆ

る
無
偏

、
無

腰
、
無
蕪
、
無

反
、
無
停

は
均
中

の
政

な
り
、
謂

ゆ
る
王

の
義

、
王

の
道

な
る
も

の
ぼ
肚
會

政
策

な
り
。

　
む

笹

子

(齊
の
管
仲
の
遺
琶

は
日
く

「
天
下

不
レ
患
レ
無
財

、
患

レ無
二
人
以

分

一レ
之
」
ご
(管
子
牧
民
第
一
縦
篁

)。

孔
子

は
日

む

く
「
有
レ
国
有

象

着
不

意

レ寡

.
再
思
レ
不
レ
均
、
不
急

レ
貧

、
而
患

レ
不

髪

、
蓋
均

騨

貧
、
.和
寒

寡

、
安
無

レ
傾
』

ざ
(論
語
季
子
第
†
六
}此
二
子
の
言
は
恰
も
符
節
を
合
す
る
如
く
、
而

し
て
其
意
の
在
る
所
は
今
日
の
経
済
學
者
が
財

貨

の
衡
平
な
る
分
配
を
以
て
其
多
量
な
る
生
産

よ
り
も
.重
要
な
る
問
題
嬉
思
考
す
る
ビ
異
な
る
な
き
な
り
。

藪
に
注
意
を
要
す
ろ
は
、
謂
ゆ
る
均
卒
の
政
は
曹

に
財
貨
の
分
配
に
就
て
の
み
な
ら
す
、
司
法
、
激
育
、
賦
役
、



冠
、
昏

.
葬
、
祭
の
諸
政

に
就
て
も
亦
然
る
も

の

に

し

て
、
箕
子
の
謂
ゆ
る
好
を
催
す
有
る
無
れ
」
悪
を
作
す

有
る
無
れ
ご
は
百
般
の
政
務
に
關
し
依
枯
最
負
を
爲
し
、
又
は
獲
b
に
己
の
私
.一9
に
任
せ
て
臣
民
の
或
者
を
憎
態

す

み
こ
`
莫
れ
ざ
い
ふ
な
り
。
撚
り
而

し
て
百
般
の
政
務
の
中
に
就
て
、
財
貨
の
分
配
は
最
も
急
要
な
る
こ
`
は

上
古
賢
哲
の
共

に
説
く
所
、
故

に
伺
書
虞
書
舜
典
に
『
沓
二
十
有
二
牧

一日
、
食
哉
惟
時
、
柔
レ
遠
能
レ
週
』
・し
あ
り
、

大
踊
誤
に
顎
禺
日
、
徳
惟
善
政
、
政
在
レ
養
レ
民
」
ご
あ
り
。
般
の
阿
衡
の
職

に
在
り
た

る
伊
タ
は
英
君
大
巾
に
『
愼
ご

ト
ポ
キ

ヨ

チ

カ
キ

ナ
ソ

タ
ノ

乃
倹
徳

」
ご
諌
言
し
(馨

太
暴

五
)
「
萱

升

レ
高
必
自

】レ
下
、
若
二
隣

し返

必
自

ヲ
輝
、
無
・
輕

民

事

・』
ご
進

吉

し
た

り
。
而
し
て
箕
子
は
八
政
を
畢
け

『
一
日
食
、
二
日
貨
、
二
日
祀
、
四
日
司
空
、
五
日
司
徒
、
六
日
司
冠
凶
七
口

賓
、
八
日
師
」
ピ
(洪
鱗

。
食
故
買
政
を
以

て
八
政
の
首

に
置
く
、
亦
以
て
真
意
の
在

る
所

を
推
知
す
る
に
足
る
な

も
。
謂
ゆ
る
食
救
は
食
を
足
す
の
政

居
り
、
貨
政
は
金
銀
賦
質
を
足
す

の
政
な
り
。
祀
は
祭
祀
、
司
室
は
殖
民
、

司
徒
は
激
育
、
司
冠
は
司
法
及
ひ
警
察
、
賓

は
外
表
、
師
は
軍
務
な
り
.
般
の
古
代
に
於
て
団
歌
の
分
掌
す
る
所
、

斯
の
如
く
詳
悉
具
備
す
、
亦
謳
そ
肚
曾
政
策
の
既

に
大
に
観

る
へ
き
も
の
有
り
し
を
怪
ま
む
や
。

次
に
注
意
を
要
す
る
は
、
財
貨

分
配
の
均
雫

`
い
ふ
こ
ざ
は
、
絶
射
的
均
分
の
意
に
非
す
し
て
、
關
係
的
均
分
の

義
な
る
こ
ピ
是
な
り
。
前
掲
、
周
禮

の
呂
註
に

『
四
海
の
内
、
貴
著
は
貴
く
、
瞳
者
は
賎
く
.、
耕
者
は
耕
し
、
織

者
は
織
る
、
士
農
工
商
繰
塞
孤
濁
、
事
々
物

々
、
み
な
其
宜
き
に
適

ふ
、
是
れ
宰
相
の
天
下
を
均
卒
す

る
の
道
な

b
」

巴
あ
る
は
、
燈
な
b
。
即
ち
尊
臭
貴
賎

長
幼
の
序
に
慮
し
、
士

農
工
商

の
別
に
從
ひ
て
、
財
貨
の
分
配
を
甲

瞳

彊

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
乃
肚
會
政
策
〔
】
)

第
十
五
巻

(第
}
號

五
)

五



論

叢

支

距那
の
古

血
(に
ド現

に
れ

た

ろ
¶肛
脅
隅政

策

(
}
)

甑
川十
丁皿
谷

(樽
即
「
脾
仰

山ハ
)

⊥
ハ

　

　

　

　

む

　

む

り

衡
な
ら

し
む

る
に
在

る
な

り
。

故

に
孟
子

は
曰
く

『
失
物

之
不
レ齊

、
物
之
情
也
」
.ご
〔孟
子
膝
突
公
篇
)。

筍

子

は
日

ア

マ
チ
カ

イ
そ
ポ
ヒ

.

く

『
分
灼
け

れ
ば
則
ち
偏

藷
爲
レ垣

ら
す

、
執

(勢
)齊

け
れ
は
則
ち

翌
な
ら
す

、
衆
齊

け

れ
は
則
ち

使
は
れ
す

、
天

有

り
地

有
り
、
而

し
て
上

下
差

有
り
、

明
王
始

め
て
立

ち

て
、
而

し
て
國

を
庭
す

る
こ
ε
制

あ
り
。
夫

れ
面

責

の
ヨ
ク
チ

相
事

ふ

る
能

は

さ
る
、
両
.賎

の
相

使

ふ
能
は

さ
る
は
、
是

れ
天
敷
な
う
。
執

位
賛

し
(
、
而

し
て
欲

悪
回
し
く

、

れ
ス

物
澹
こ
ξ
能
は
ざ
れ
は
則
ち
必
ず
争
ふ
、
孚

へ
は
則
ち
説

る
、
飢
れ
は
則
窮
す
。
先
生
其
説
を
恵
む
な
り
、
故
に

膿
義
を
制
し
て
、
以
て
之
を
分
つ
、
貧
富
貴
賎
の
等
有
り
、
以
て
相
兼
臨
す

る
に
足
ら
七
む
る
者
は
、
足
れ
天
下

　

む

　

む

む

む

む

　

　

ロ

を
養

ふ
の
本

な
り
。
書
(呂
型

に
日

く
維

れ
齊

き
は
齊

き

に
非
す

ご
は
此

れ
の
謂
な

り
」

ご
(荷
子
王
制
篇
)
。此
官

に
依

れ
ば

、
荷
手

は
貴
賎

上

下
の
分
に
腐
し

て
財
貨
を

分

配
す

へ
し
ε
の
意

見
を
抱

け

る
は
明
な

り
。

覧

一

樹
書
函
貢

に
依
れ
ば
、
禺

は
洪
水
を
治

め
て
後
、
土

に
任
し
て
貢
を
作

る
、
即
ち
土
地
の
有
る
所
に
任
せ
て
其
貢

賦
の
差
を
定

め
た
り
。
詳
言
す
れ
は
、
.禺
は
九
州
の
田
地
を
上
上
、
上
中
、
上
下
、
中
上
、
中
中
、
中
下
、
下
上
、

下
中
、
下
下
の
九
等

に
即
ち
て
各

々
賦
を
異
に
せ
し
め
、
又
九
州

の
土
産

に
恋
し
て
貢
物
を
異
に
せ
し
め
た
り
。

発
舜
の
上
古
に
於
て
、
既

に
斯
の
如
き
租
税
季
等
主
義
駅
①ρ
・巴
ξ

亀

富
首
け§
目)
か
貿
付
せ
ら
れ
た
る
は
、
大
に

驚
異
ε
す

へ
き
所
な
り
。
暴
れ
謂
ゆ
る
維
れ
齊
は
齊

に
非
す
ぜ
の
關
係
的
均
卒
主
義
な
軌
。
而
し
て
此
主
義
は
支



む

む

む

　

那
古
典
到
る
威

に
之
を
獲
見
す
る
を
得

へ
し
。
謂
ゆ
る
時
中
叉
は
中
庸

の
道
は
是
な
り
。

野

の
盆
の
卦
象

轡

曰
く
暴

群
島
㊨

㍉
或

欝

遜

ボ
。
我
国
孝
饗

皇
か
大
化
二
年
響

西
暦

六
百
四
+
六
年
に
班
田
法
を
行
ひ
た
ま

へ
る
其
前
年
の
詔
に
、
此
易
の
語
を
援
き
た
ま

へ
る
を
大
日
本
史
は
記
せ

り
。
曰
く

『
語
口
良
レ
古
以
降
、
歴
世
天
皇
、
必
置
二
棟
代
民

【
垂
二
名
松
後
司
政
臣
連
伴
造
園
造
寺
、
亦
脊
損

一私

む

　

民
一
恣
レ情
騙
　使
、
且
割
二
國
縣
山
海
林

野
池
田
↓
以
爲
二
私
財
調
争
奪
無
レ
己
、
成
果
二
井
敷
高
頃
コ
或
無
二
立
錐
地
↓

む

む

む

む

む

む

む

ロ

及

レ進
二
調

賦
一
亦
先
敗
飲

、
然

後
分
進

、
修
一治

宮
殿

↓
造
二
曹

園
陵
∫
亦
各
率
二
私
民

一而
從

レ事
、
易

日
損
レ
上
盆

レ

む

む

む

む

む
下
、
節

以
制

レ度

、
不
レ
偏
レ
財
、
不
レ
害
レ
庚
、
方

今
百

姓
猶
乏
、
而
有
レ
勢
春

分
二
割
水
陸
↓

以
爲
二
私
地
↓
費

一一與

百

む

む

む

む

　

　

ロ

む

む

む

姓
↓
年
索
二
其
償
一
挺
レA
・以
後
、
宣
下
禁
二
私
費
ジ
地
以
社
中
兼
井
之
路
b
於
是
百
姓
大
挽
』
(大
日
本
史
巻
九
)
。
是

に
由

り
て
観
れ
ば
、
我
国
大
化
年
代
に
於
て
既
に
土
地
兼
罫
貧
富
懸
隔
の
乱
脅
問
題
の
存
在
し
尤
る
事
は
明
か
な
り
。

而
し
て
孝
徳
天
皇
か
之
に
封
ず

る
計
會
政
策
亡
し
て
、
第

一
に
前
代
置
く
所

の
御
名
代
の
民
、
庭
々
の
屯
倉
、
及

ひ
臣
連
件
造
園
造
村
営
か
有
し
セ
る
部
曲
田
荘
を
罷

め
、
即
ち
國
土
は
国
有
に
し
て
、
國
民
は
国
家
に
直
隷
す

る

の
大
主
義
を
執
り
、
第
二
に
常
時
支
那
(唐
)
の
制

に
倣
ひ
、
戸
籍
を
造
り
、
班
田
牧
授

の

法
を
制
し
、
国
民
を
し

て
、
総
て
常
業
あ
り
恒
産

め
ら

し
む
る
こ
ε
、
な

し
π
る
は
亦
我
史
乗
の
明
記
す

る
所
な
り
。
撚
れ
こ
も
我
国
古
代

の
砒
會
問
題
及
ひ
枇
會
政
策
は
本
論
交

の
範
團
外
な
る
か
故
に
之
を
措

き
、
輩

に
支
那
上
古
に
就
て
考
察
す

る
に
、

発
舜
禺
以
下
の
時
代

に
行
は
れ
π
る
貢
賦

の
法
、
股

の
助
法
、
周

の
徹
法
(即
ち
井
田
怯
)等
は
百
姓

の
財
産
及
ひ
所
得

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
み
証
書
政
策
(
ご

第
十
五
巻

(第
一
號

七
)

毛



髄

叢

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
る
肚
曾
政
策
(
ご

第
十
五
巻

(第
マ醜

入
)

パ

を
均
甲

に
し
、
国
家
に
蜀
す
る
賦
佼
の
負
櫓
を
李
等
に
す

る
所
の
砒
會

政
策
な
る
は
毫
も
凝
を
容
れ
す
。

而
し
て

一
般
人
民

の
上
に
立

つ
所
の
諸
侯
卿
大
夫
及
ひ
士
は
其
分
に
臆
し
て
采
邑
秩
禄
の
差
等
あ
り
、
暴
れ
謂

ヨ
　
コ

ゆ
る
關
係
的
均
卒
主
義

に
適
合
せ
し
め
π
る
も
の
な
b
。
易

に
謂
ゆ
る

「
上
を
損
し
て
下
を
益
す
、
民

の
説

ふ
ご

カ

ぽ
て

巴
麗
な

し
』

の
漱
は
其
旨
深
く
且
遠
し
ご
臨
も
、
君
侯
郷
士
等
を
し
て
勤
倹
自
ら
持
し
て
博
く
衆
に
施

こ
す
を
勉

め
し
む
る
の
意
を
含
む
や
明
な
り
、
孝
循
天
皇

の
詔
に
之
を
援
き
π
ま

へ
る
蓋
し
亦
偶
然
に
非
さ
る
な
り
。
故
に

大
學

に
曰
く

『
財
聚
則
民
散
、
財
散
則
民
聚
』
ご
。
又
曰
く

『
仁
者
以
レ
財
頚
レ
身
、
不
仁
者
以
レ身
褒
レ財
』
`
噂
獲

は
起
す
な
り
、
仁
者

は
財
を
散

し
て
以
て
民
を
得
、
不
仁
者
は
身
を
亡
ぼ
し
て
以

て
貨
を
殖
す

る
を
謂

ふ
な
り
。

叉
同
書

に

『
孟
厭
子
日
、
畜
二
馬
乗
一、不
レ
察
=
於
難
豚
肉
伐
泳
之
家
、
.
不
レ
嘉
=
牛
羊
噛
百
果
之
家
、
不
レ
畜
二
衆
敵
之
臣
軸

ヨ
リ

ハ

ア
レ

與
三
共
有
=
聚

敏
之
臣

噛寧
有
二
盗

臣
司

此
謂
下
國
不

二
以

レ
利
爲

嚇レ
利
、
以
レ義

爲
上
レ利
也
」
ε
あ
ゆ
。
米
誌

に
擦

な

に
孟

獄

子

は
魯

の
賢
大
夫
、
仲
孫
蔑

な
り

、
立
田二
馬

乗

}
は
初

め

て
大
夫

`
爲

り
た

る
者

、
伐

汰

之
家
は
卿
大
夫
以

上

に

け
シ
ナ

て
喪
祭

に
改
を
用
ふ
る
者
、
百
乗
の
家
は
釆
地
を
有
す
る
者
な
り
。
君
子
は
寧
ろ
己

の
財
を
亡
ふ
も
、
而
も
氏
の

ヤ
ア

ヤ
シ
ナ

カ
を
傷

る
に
忽
ひ
す
、
散
に
寧

ろ
盗
臣
を
有

っ
ε
も
聚
敏

の
臣
を
畜
は
す
ε
謂

へ
る
な
り
。
支
那
の
賢
聖
か
君
侯

の
民
ε
利
を
争

ふ
の
不
可
な
る
を
諭
し
、
税
斂
を
薄
ふ
し
、
民
を
使
ふ
に
塒
を
以
て
す

へ
き
を
激
ふ
る

一
再
に
止

ま
ら
す
。

論
語
に
、
千
路
か
孔
子
に

「
願
く
は
子

の
志
を
聞
か
ん
』
ε
、の
問
に
孔
子
は
『
老
者
安
レ
之
、
朋
友
信
レ
之
、
少
者
懐
レ

、



之
」

ご
答

へ
、
半
華

か
齊

に
便
す

る
ご
き
掛

子

か
其

母

の
爲

に
粟

を
與

へ
ん
こ
ε
を
請

ひ
た

る
に
孔
子

は

「
君
子

周

レ急
不

レ縫

レ
富
』

亡
答

ふ
る
こ
ざ
を
賊
す
。

(論
語
雍
也
篇
)。
此

孔
子

の
両
僻

は
實

に
肚
會

政
策

の
墨
譜

に
し

て
、

　

　

つ

む

易

の
損
上
盤
下
の
意
な
り
。
子
華
は
孔
子
の
弟
子
公
西
赤

の
字
な
り
。
r其
家
筋

K
富
み
、
.旦
其
齊

に
行

く
に
労
り

肥
馬
に
乗
り
、
軽
装
を
衣

た
り
。
故

に
孔
子
は
君
子
は
急
旭
の
事
情

あ
る
人

に
謝
し
て
は
、
其
不
足
を
補
ふ
こ
`

を
爲
芸

も
.
富
み
ズ
馨

有

る
も
分
に
継

ぎ
足
す
こ
ξ
を
爲
さ
す

ご
い
ひ
て
。
深
議

を
垂
れ
た
サ
。
叉
論
語

モ
シ

に

『
子
貫

目
、
如

荷
下
博
施

二
於
民

田而
能
濟

レ衆
者
卸

何

如
、
可
レ
謂

レ仁
乎
。
子

日
、
何
事
二
於

仁

叫
遯
世
聖
乎

、覚

、
.

笥

レ

ヤ

ノ
唱

コ

レ
チ

瞬
其
酒
病

レ
諸
』
。

ε
あ
り

雍

也
∀
憎

く
民

に
施

し

て
能
く
衆

を
濟

ふ
は
仁
以
上

の
事

て
あ
り
、
発

舜

ご
錐

も
之
を

　

　

ロ

ロ

む

む

難
し
ご
爲
せ
り
ε
の
意
な
り
。
是
亦
祀
會
政
策

の
極
致
に
し
て
、
洪
範

に
謂

.訟
跡
の
王
の
道
な
り
王
の
義

な
り
。

叉
論
語
に
、
子
張

か
如

何
に
せ
は
斯

に
以
て
歌

に
從
ふ
可
き
や
ε
の
問
に
謝
し
て
、
孔
子
は
五
美
を
鯨
ひ
四
謹

コ
コ

を
屏

そ
け
れ

は
斯

に
以

て
政

に
從

ふ

べ
し
`
答

へ
、

更

に
五
美

を
黎
け

て
曰

く

「
君
子
は
恵

に
し
て
費

さ
す

、
熱

し
て
怨

み
す
、
欲

し
℃
貧

ら
す

、
泰

に
し
て
驕
ら
す

、
威

に
し
て
猛
な
ら
す
」
ご

い
ひ
、
次

に
之

を
説
明
し

て
『
民

・

「
の
利
こ
す

る
所

に
因
り
て
之
を

利
す
、

斯

匹
亦
恵

に
し
ん
費

さ

さ
惹
に
あ
ら
す
や
、
熱
す

へ
き
を
撰

ん
で
之

を
勢

t

文
話

を
か
怨

み
ん
云

々
』

ε

い

へ
り
。
此

官
た
る

あ
ら

ゆ
る
政

治

乞
狂

ふ
に
就

て
の
大

鳳
則

を
示

さ
れ
た

る
も

の
な
れ

ε
も
、
砒
會

眠
策

の
實
行
止

の
要
訣

`
も
看

る
を
得

へ
し
。
.蓋

し
國

か
例

へ
は
富
者

に
制

令

に
重
く
課
税
.

し
、
中

産
看

に
輕
課
し
、
貧

者

に
は
免

税

し
て
、
此

牧

人
セ
以
て

…
般

国
費

に
充

て
、
帥

ち
其

一
部
を
以

て
耽
會

論

嶽

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
る
祉
曾
瀕
策
(
ご

第
十
五
巻

(第
一
號

九
)

九



論

叢

支
那
の
古
典

に
現

11
れ
六
る
肚
會
政
策

(
ご

第
十
五
巻

(第

一
號

「
O
)

一
〇

・

む

む

む

む

ロ

む

　

　

む

政
策
の
貸
付

の
費
用
に
充

つ
る
ε
き
は
、
謂
ゆ
る
損
上
蓋
下
の
主
意
に
合
し
、
周
急
不
縫
富
の
法
則
に
適
ひ
、
且

む

　

　

　

民
の
利
ぜ
す

る
所

に
因
り
て
之
を
利
す
る
所
即
ち
恵
而
不
費
の
政
策

に
副

ふ
も
の
ξ
謂

ふ

へ
き
な
り
。
文
園

か
農

を
勧

め
工
を
噺
ま

し
、
交
通
機
鋤
を
整
備
し
移
民
殖
民
の
方
法
を
講
し
、
人
魚
を
し
て
常
業
あ
り
恒
産

あ
る
を
得

せ
し
む
る
は
、
即
ち
謂
ゆ
る
熱
す

へ
き
を
澤

ん
で
之
を
熱
す
る
も
の
に
非
す
や
。

四

支
那
の
古
典

に
現
は
れ
だ
る
紅
會
政
策

の
主
義
要
訣
原
則
は
上
述
の
如
し
、
今
真
像
項
如
何
を
考
査
す

る
に
、
周
.

禮
の
記
す
る
勝
景
も
具
は
れ
る
も
の
」
如
し
。
周
艦
は
郷
康
成
は
周
公
太
李
を
致
す
の
泌
電
信
し
、
隆
隆
ば
群
経

の
源
本
ε
思
考
し
、・
朱
子
亦
真
贋
大
精
密
な
る
聖
人
に
非

さ
れ
は
作
る
能
は
す
ε
柑
す
。
蓋
し
典
薬
よ
b
以
前

の

古
書
た

る
は
疑
を
容
れ
す
。
周
禮
全
篇
固
よ
り
多
少
肚
會
政
策

に
關
係
あ
れ
ε
も
、其
最
も
顕
著
な
る
條
項
は
、
日

く
『
以
=
九
職

一任
二
萬
民
↓
一
目
三
農
生
二
九
穀

一」

ε
。
三
農
は
差

し
上
中
下
三
等
農
夫
を

い
ひ
、
九
穀
は
黍
穫
稻
梁

税
萎
菰
麻
豆
を

い
ふ
。
生
は
現
今
の
墨
譜
の
生
産

(
℃
δ
9
8
)

の
義
な
り
。
故
に
王
昭
禺
註
に
曰
く
生

々
不
レ
窮

其
種
難
レ
本
=
於
天
然
輔
不
レ
能
=
自
生
一ン
實
、
頼
レ乎
レ
人
、
故
日
三
農
生
二
九
穀

一ざ
。
『
二
旧
園
圃
銃
=草
木
H」
硫
は

一音
育
、
其
性

に
順
ひ
て
之
を
養

ふ
な
り
。
『
三
日
虞
衡
作
二
山
澤
之
材
』
虞
衡
は
山
澤
を
掌

る
の
官
、
山
澤
の
民
を

チ

ヨ
ク

圭
ε
る
。
『
四
日
藪
牧
養
二
蕃
鳥
獣
輔
五
日
百
工
筋
二
化
八
材

一』
鄭
康
成
の
註

に
撮

れ
ば
八
材
を
筋
化
す

ε
は
珠
を

一
.

9



切
し
、
象
を
瑳
し
、
玉
を
疎
し
馬
石
を
摩
し
、
木
を
刻
し
、
金
を
鎮
し
、
革
を
剥
し
、
勿
を
栃
す

る
を
謂
ふ
0「
六

日
、
商
賈
阜
二
通
貨
賄

し
、
.鄭
註
に
依
れ
ば
行
を
商
こ
い
ひ

庭
を
頁
ご

い
ひ
、
金
玉
を
貨

ξ
い
ひ

市
島
を
賄

`
い

ふ
。
余
思
ふ
に
八
材
貨
賄
強
し
も
鄭
註

の
如
く
限
定
的
に
解
繹
す

る
を
要
せ
す
、
要
は
凡
百
分
工
人
は
種
々
の
材

料
を
以
て
器
物
を
作
り
叉
は
建
築
し
、
居
買
行
商
は
種
々
の
貨
物
を
聚
穢
し
て
之
を
通
商
す

ε
解
す

へ
き
な
り
。

『
七
目
、
娯
帰
化
】[治
絡
粟

「」
娯
は
婦
人
の
美
礪
な
b
、
婦
女
か
緕
を
化

し
之
を
治
め
て
吊
ε
な
し
、
蹴
を
化
し
之

を
治

め
て
布
ご
駕
す
を
謂

ふ
。
『
八
日
且
妾
聚
二
敏
疏
材
こ
臣
妾
は
男
女
貧
賎

の
稔
、
王
昭
禺

の
註
に
疏
材
姿
人
所

謂
凡
疏
材
也
、
.疏
材
利
之
至
微
音
待
二
臣
妾

噌前
後
聚
敏
ε
あ
眠
。
『
九
日
間
艮
無
二
常
職
↓
韓
移
軌
レ事
』

此
九
職
萬
民
に
任
す

る
の
條
項
は
、
寧
ろ
注

円
し
て
國
の
生
産
政
策
に
薦
す
れ
こ
も
、
同
時
に
分
配
政
策

に
厨

ロ

ひ

む

む

む

む

む

む

む

　
　

む

　

　

し
、
從
て
瀧
曾
政
策
の

↓
部
ビ
看
做
す

へ
き
も
の
な
り
。
次
に
九
賦
を
以
て
財
賄
を
叙

む
る
の
僚
項
及

ひ
九
貢
を

む

む

む

む

む

む

む

の

む

以
て
邦
国
の
用
を
致
す
ご
の
條
項
あ
り
、
此
等
は
主

`
し
て
財
政
々
策

に
關
す

る
も
の
な
れ
ビ
も
、
亦
砒
會
政
策

上
重
大
の
意
義
を
有
す
。
今
繁
を
避
け
て
、
之
を
省
暑

し
-
直
ち
に
純
然
た
る
砒
會
政
策

に
麗
す

へ
ぎ
者
を
暴
一

む

　

　

　

れ

は
、
荒
政
#

に
保
息

の
二
條
項

な
ウ

`
す

。
.曰
く

。

『
以
二
荒

政
十
有

二

門聚
二
萬

民
↓

一
日
散
利
、

二
日

薄
征

、
三
日
緩
刑

、
四

日
弛
力
、
五
同
舎

禁
、
⊥
八
日
去
幾

、

七
日
看
艦
、
八

日
殺

哀
、
九
日
蕃
樂

,
十
日
多
昏

.
十
有

一
日
索
鬼

神

、
十
有

二
日
除
盗
賊
」
、謂

ゆ
る
院

政
は

凶

年

に
威
す

る
政
治

に
し
て
、
重
要

な

る
就
會

政
策
た

る
は
癬

を
倹

た
す

。
若

し
人
君
凶
年

に
際

し
、
何
等
施
設
す

論

叢

支
那
の
古
典
に
現
匹
れ
れ
ゐ
瀧
曾
政
策
(
こ

第
十
五
巻

(第
一
號

「
一
}

二

`



論

叢

支
那
の
古
典
に
現
は
れ
た
る
溝
會
政
策
二
)

第
十
五
巻

(第
一
號

一
二
)

一
二

る
所
な
け
れ
ば
人
員
は
離
散
す

へ
し
、
故
に
荒
政
十
有
二
を
施
行
し
て
以
て
人
民
を
聚
め
、
彼
等
を
し
て
離
散

せ

し
め
さ
る
な
り
。
荒
政

の
第

一
を
散
剤
こ
す
。
大
學

に
謂
ゆ
る
財
聚
則
民
散
、
財
散
則
茂
聚
ご
あ
る
如
く
、
散
利

は
利
を
上
よ
り
下
に
散
し
て
、
民
を
聚
む
る
な
り
。
是
蓋
し
豊
年
及
ひ
半
年
の
時
に
備
脱
貯
蓄
を
駕
し
置
き
、
凶

年
の
辟
に

之
を
散
し
て
民
を
濟

ふ
な
り
。
後
世
常
否
倉
義

倉
等
の
注
の
起
れ
る
は
蓋
し
之
に
基
く
。

第
二
の
薄
征
は
租
税
を
軽
減
す
る
を
謂

ふ
、
}牛
塒
に
十

一
税
を
徴
す
ε
す
れ
は
、
凶
年
に
は
之
よ
り
幾
分
を
減

コ

コ

ハ

す
る
を
謂
ふ
。
第
三
の
緩
刑
は
刑
罰
を
寛

に
す
る
な
り
。
孟
子
の
言
に
『
凶
歳
子
弟
多
レ暴
』
(皆
子
篇
)
ご
あ
る
如
く
、

凶
蒐
の
歳
に
は
知
ら
ず
識
ら
す
、
注
禁
を
犯
す
者
多
し
q
故

に
刑
罰
を
緩
う
す

る
な
り
。
第
四
の
地
力
は
徭
役
を

息
む
る
な
り
。
第
五
の
合
祭
は
山
澤
林
麓

に
時
又
は
腱
に
由
り
て
漁
猟
伐
採
の
禁
め
る
を
解
き
て
風
入

の
衣
食
の

料
を
多

か
ら
し
む
る
な
り
。
第
六
の
去
幾
は
關
市
誠

-8
す
の
意
、
關
市
の
幾
察
及
ひ
徴
税
を
塵
す
る
な
り
。
第
七

の
告
禮
は
祭
祀
の
如
き
吉
禮
を
省
き
て
財
用
を
節
す

る
な
り
。
第
八
の
殺
衷
は
葬
式

の
如

さ
凶
艦
を
簡

に
し
て
費

を
省
く
な
り
。
第
九

の
審
察
の
蕃
.は
先
儒
の
説
に
從

へ
は
當
に
.藩
6
爲
す

へ
く
、
帥
ち
閉
止
の
義

あ
b
、
故

に
暮

樂
は
吾
桑
を
止
む
ゐ
を
謂
ふ
な
り
。
第
十
の
多
昏
は
、
劉
熱
中
の
説

に
從

へ
は
、
婚
姻
は
必
ず
山
ハ
禮
を
用
ふ

へ
き

筈
な
れ
`
も
、
凶
蒐
の
年
は
備
ふ
可
か
ら
す
、
但
し
婚

臆
は
之
か
爾
め
に
中
止
せ
す
`
義

俘
b
。
第
十

一
の
索
鬼

神

は
鬼
神
を
索
め
て
民
輻
を
斬
る
ざ
の
説
あ
り
。
第
十
二
の
険
路
賊
は
凶
年
の
時
は
路
賊
多
き
か
故
に
、
特
に
之

を
除
く

に
力
を
鑑
す
を
謂

ふ
な
り
。

上
述

の
殖
政
は
凶
蒐
に
慮
す
る
臨
時
的
耽
會
政
策
な
る
か
、
平
時

に
於
け
る
縄
帯
的
耽
會
政
策
に
該
當
す
る
は
、



の

次

に
描
…く
る
保
」息

の
政

是

な
い

。
む

　

む

ロ

む

ロ

む

　

ロ

ロ

リ

む

.
「
以

二
保
息
六
一養

禽

民
。

一
日
慈
幼
、
二
日
養
老
、
三
日
振
窮
、
四
日
笹
貧
、
五
日
寛
疾
、
六
日
安
富
』
第

一

の
獣
媚
及

ひ
第
二
の
養
潔
は
、
孔
子
か
老
者
は
之
を
安
ん
し
、
少
者
は
之
を
懐
け
ん
ざ
盲
る

へ
に

一
致
す
。
禮
記

王
制
に
擦
れ
ば
、
十
四
歳
以
下
は
征
役
に
從
は
す
、
叉
同
書
に
五
十
養
二
於
郷
↓
六
十
養
二
於
國
↓
五
十
異
娠
レ、
六

十
宿
レ
肉
隔七
十
ニ
レ膳
等
の
規
定
め
り
。
皆
慈
幼
養
老
の
事
な
り
。
第
三
の
振
窮

は
確
証
王
制

に

『
少
而
無
レ
父
者

軸胴
二
之
孤
一
老
而
無
レ
子
者
謂
二
之
猫
一
著
而
無
し妻
音
調
二
之
鰹
↓
老
而
無
k
夫
君
謂
二
之
寡
軸
比
四
者
天
機
之
窮
而

無
告
者
也
、
皆
有
二常
鰍

一」

ε
あ
る
即
ち
是
な
り
〔
鋸
は
康
也
、
國
議
ウ
手
首
を
給
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
第
四
の

価
貧
は
劉
軌
中
の
説
操

れ
は
不
書

し
て
国
喪
醐
慰
あ
b
て
、
貧
禦
に
陥
る
ガ
、
自
存
す
る
霞

さ
る
者
は
、

則
ち
卿
閻
以
て
魎
て
之
を
謄
す
有
り
、
貧
困
を
得
す

ハ
五
族
を
蕪

ε
駕
し
、
之
を
し
て
相
救
は
し
む
、
五
黙
を
州

-

　

む

ε
寫
し
、
之

を
し
て
桐

胴

せ
し
む
、
此
共

一
端
な
り
.巴
。
第
五

の
寛

疾

は
病
者
を
救
済

し
、
勢
役
な

ご
之
を
減

免

む

む

す
る
な
り
。
第
⊥
ハ
の
安
冨
に
就
て
は
、
郷
鍔

の
読
に
曰
く
富
家
互
室
は
小
民
の
依
頼
し
て
共
有
鯨
を
資

り
て
以
て

其
不
足
を
補

ふ
所
な
b
。
有
も
其
冨
厚

の
黙
を
顧
み
て

誅
求
常
な
け
れ
は
、
密
着

ぽ
安

せ
す
、
小
氏
亦
其
依
る
.

所
を
失
ふ
、
暴
れ
国
家
の
福

に
非
す

ε
。
此
賓
富
の
説
、
現
代
「耽
會
政
策
主
義

か
肚
會
主
義
共
産
主
義

に
反
封
ず

る
理
由

ご
恰
も
相

一
致
す
。
蓋
し
徒
ら
に
富
を
縫
く
は
不
可
な
り
、
然
れ
こ
も
富
を
安
す

る
は
甚
だ
必
要
な
り
。
,

、

富
者
既

に
安
け
れ
ば
、

貧
者
亦
共
救
恤
を
受
く
る
を
得
、
而
し
て
.慈
幼
養
老
振
窮
寛
疾
の
事
亦
其
功
を
遂

く

る

を
得
る
な
り
。
〔次
號
発
色

開

貌

支
那
の
古
典
に
現
に
れ
た
る
吐
會
放
棄
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ご
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第
+
五
巻
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